
「
環
境
」
テ
ー
マ
に
活
動
強
化

会長インタビュー

渡辺佳英氏（大崎電気工業会長）

　
―
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
は
１
９
９

３
年
の
結
成
で
す
。

　
「
東
京
・
城
南
地
域
の
中
堅

・
中
小
企
業
と
芝
浦
工
業
大

学
、
東
京
都
市
大
学
、
東
京
都

立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
で

組
織
し
、会
員
数
は

社
で
す
。

第
二
の
創
業

を
コ
ン
セ
プ

ト
に
産
学
交
流
活
動
を
進
め
、

城
南
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　
―
今
年
の
目
標
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

　
「
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た

産
学
交
流
活
動
を
活
発
化
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

環

境

は
現
在
、
い
ち
ば
ん
ホ
ッ

ト
な
テ
ー
マ
で
す
が
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

削
減
な
ど
内
容
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
収
益
に
直
接
結

び
つ
か
な
い
場
合
も
多
い
の

で
、
大
学
の
先
生
と
の
交
流
を

通
じ
て
、
普
段
の
業
務
か
ら
離

れ
た
視
点
を
見
い
だ
し
た
い
と

思
い
ま
す
」

　
「
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
は
企
業
と

大
学
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
道
筋

を
あ
る
程
度
作
れ
て
き
た
と
思

い
ま
す
。
他
の
産
学
交
流
団
体

で
も
聞
く
話
で
す
が
、
企
業
と

大
学
は
そ
も
そ
も
目
指
す
方
向

性
が
違
う
た
め
、
マ
ッ
チ
ン
グ

に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
企

業
と
大
学
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ

ー
ズ
を
じ
っ
く
り
掘
り
出
し
、

足
ら
な
い
部
分
を
補
う
の
が
産

学
連
携
の
理
想
。

環
境

の

よ
う
な
大
き
な
テ
ー
マ
で
は
、

企
業
は
日
常
の
経
済
活
動
に
即

し
た
ミ
ク
ロ
な
視
点
は
持
っ
て

い
て
も
、
マ
ク
ロ
な
方
向
性
を

見
定
め
る
の
は
苦
手
で
す
。
現

在
の
よ
う
に
変
化
が
激
し
い
時

代
に
は
、
大
学
の
先
生
に
マ
ク

ロ
な
方
向
性
を
教
示
し
て
も
ら

っ
て
日
々
の
仕
事
に
生
か
し
た

い
も
の
で
す
」

　
―
会
員
数
を
増
や
す
こ
と
も

課
題
で
す
。

　
「
産
学
の
間
だ
け
で
な
く
、

会
社
間
の
交
流
を
強
化
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

社
が
適

当
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特

に
、
江
東
区
の
中
小
企
業
に
参

加
し
て
ほ
し
い
。
芝
浦
工
業
大

学
の
豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る

江
東
区
に
は
、
所
属
企
業
が
な

く
産
学
交
流
の
機
会
が
少
な
い

の
が
残
念
。
今
年
は
江
東
区
を

強
化
し
た
い
も
の
で
す
」

　
―
現
在
の
日
本
経
済
の
動
向

を
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

　
「
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の

失

わ
れ
た

年

の
混
迷
は
、

年
代
の
イ
ギ
リ
ス
に
似
て
い
ま

す
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
が
登
場

す
る
前
、

英
国
病

と
呼
ば

れ
た
時
代
、
イ
ギ
リ
ス
は
福
祉

が
肥
大
化
し
、
経
済
を
圧
迫
し

ま
し
た
」

　
―
突
破
口
は
ど
こ
に
あ
る
と

お
考
え
で
す
か
。

　
「
分
野
を
横
断
す
る
起
業
家

精
神
だ
と
思
い
ま
す
。
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
を
持
ち
、
新
分
野
を

切
り
開
く
若
い
人
た
ち
に
期
待

し
た
い
。
近
年
、
留
学
生
が
減

少
し
若
者
の

内
向
き
志
向

が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
非
常

に
憂
慮
し
て
い
ま
す
。
国
の
予

算
を
見
て
も
、
中
小
企
業
支
援

は
７
割
ほ
ど
が
資
金
繰
り
支
援

で
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
の
予
算

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ

環
太
平
洋
連
携
協
定

で
話
題
に
な
っ
た
農
業
も
含

め
、
規
制
緩
和
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
」

・
挑
戦
す
る
日
本
の
経
営
者
た
ち
特
集
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素
材
に
価
値
を
！
高
級
感
セ
ミ
ナ
ー
」
定
例
会
抄
録

　
東
京
産
学
交
流
会

サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
、
渡
辺
佳
英
会
長

大

崎
電
気
工
業
会
長

は
今
月
２
日
、
企
業
の
デ
ザ
イ
ン
担
当
者

を
対
象
に
定
例
会
「
素
材
に
価
値
を
！
高
級
感
セ
ミ
ナ
ー
」

日
刊
工
業
新
聞
社
、
加
飾
技
術
研
究
会
共
催

を
東
京
都
品

川
区
の
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
で
開
い
た
。
大
量
生
産
、
大
量
消

費
の
時
代
が
終
わ
り
を
告
げ
る
中
、
高
級
感
を
切
り
口
に
し
た

モ
ノ
づ
く
り
や
デ
ザ
イ
ン
開
発
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
企
業
や
大
学
か
ら
加
飾
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
招
き
、

製
品
開
発
へ
応
用
で
き
る
実
践
的
な
手
法
を
紹
介
し
た
。
非
会

員
も
含
め

人
が
参
加
。
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
当

日
の
様
子
を
抄
録
で
掲
載
す
る
。

「
素
材
に
価
値
を
」
基
調
講
演

ピ
ク
チ
ャ
ー
塗
装水

圧
転
写

金
属
調
塗
装
（
銀
鏡
塗
装
）

金
属
ナ
ノ
粒
子
加
飾
―
銀
ナ
ノ
粒
子
薄
膜
の
色
を
変
え
る
新
規
な
方
法
―

東
海
大
学
工
学
部
教
授

前
田
　
秀
一
氏

　
自
動
車
の
塗
装
や
ガ
ラ
ス
の
着

色
に
用
い
ら
れ
る
塗
料
に
は
、
一

般
に
色
材
と
し
て
有
機
顔
料
や
無

機
顔
料
な
ど
の
化
合
物
が
含
ま
れ

る
。

　
し
か
し
有
機
顔
料
は
彩
度
が
高

い
も
の
の
耐
久
性
に
劣
り
、
無
機

顔
料
は
耐
久
性
に
優
れ
る
も
の
の

彩
度
は
低
い
。
金
や
銀
な
ど
の
金

属
ナ
ノ
粒
子
は
、
そ
の
粒
径
や
形

状
に
応
じ
た
色
を
物
理
的
に
発
色

し
、
高
彩
度
と
高
耐
久
性
を
両
立

で
き
る
。
顔
料
の
よ
う
な
着
色
剤

を
添
加
し
な
く
て
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
色
を
得
ら
れ
る
た
め
、
金
属
ナ

ノ
粒
子
の
大
き
さ
や
形
状
に
関
す

る
研
究
が
精
力
的
に
行
わ
れ
て
い

る
。

　
従
来
の
研
究
で
は
、
銀
ナ
ノ
粒

子
を
物
理
的
に
発
色
さ
せ
る
た

め
、

ナ
ノ
は

億
分
の

１

の
コ
ロ
イ
ド
状
銀
ナ
ノ
粒
子

に
可
視
光
を
照
射
す
る
こ
と
に
よ

り
、
数
十

の
プ
リ
ズ
ム
状
粒

子
ま
で
凝
集
さ
せ
、
青
色
ま
で
発

色
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
照
射
に

時
間
か
か
る
こ
と
が
、
産
業
化

を
進
め
る
上
で
ハ
ー
ド
ル
に
な
っ

て
い
た
。

　
当
研
究
室
で
は
、
銀
ナ
ノ
粒
子

薄
膜
を
硫
化
カ
ル
シ
ウ
ム
の
水
溶

液
中
に
浸
す
と
、
浸
す
時
間
を
パ

ラ
メ
ー
タ
ー
に
さ
ま
ざ
ま
な
色
を

発
色
す
る
こ
と
を
偶
然
発
見
し

た
。
し
か
も
発
色
に
至
る
ま
で
の

時
間
は
秒
単
位
と
非
常
に
短
い
。

　
銀
ナ
ノ
粒
子
の
粒
径
は
発
色
前

が
約

に
対
し
、
発
色
後
は

約

と
大
き
く
な
っ
て
お

り
、
化
学
的
な
組
成
は
変
化
し
て

い
な
い
。
化
学
物
質
に
起
因
す
る

光
の
吸
収
に
よ
る
発
色
で
は
な

く
、
物
理
的
な
要
因
に
よ
る
発
色

と
考
え
る
。
数
秒
の
う
ち
に
さ
ま

ざ
ま
な
色
を
発
色
で
き
、
グ
ラ
デ

ー
シ
ョ
ン
も
と
れ
る
の
で
、
実
用

化
に
適
し
て
い
る
。

表
面
化
工
研
究
所

代
表
取
締
役橋

本
　
智
氏

　
銀
鏡
塗
装
と
は
、
古
く
か
ら
知

ら
れ
る
銀
鏡
反
応
に
よ
る
銀
薄
膜

形
成
プ
ロ
セ
ス
を
、
塗
装
プ
ロ
セ

ス
に
類
似
し
た
方
法
と
し
て
再
構

築
し
た
技
術
を
い
う
。
弊
社
は
、

こ
の
銀
鏡
塗
装
に
関
す
る
技
術
開

発
を
進
め
、
「
Ｍ
Ｆ
Ｓ

Ｍ
ｅ
ｔ

ａ
ｌ
ｉ
ｚ
ｅ
　
Ｆ
ｉ
ｎ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ

ｎ
ｇ
　
Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ

」
と
名

付
け
、
事
業
展
開
し
て
い
る
。
特

徴
点
は
、
ス
プ
レ
ー
塗
装
に
類
似

し
た
操
作
で
、
簡
易
に
Ａ
ｇ
ナ
ノ

粒
子
の
積
層
膜
を
形
成
で
き
る
こ

と
だ
。
水
槽
や
真
空
釜
を
必
要
と

せ
ず
、
簡
易
な
装
置
で
実
施
で
き

る
。

　
ス
プ
レ
ー
塗
装
処
理
が
可
能
な

サ
イ
ズ
で
あ
れ
ば
、
木
材
や
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
へ
の
加
工
も
可

能
。
ま
た
環
境
に
配
慮
し
た
技
術

で
あ
り
、
有
害
な
重
金
属
類
を
含

ま
ず
、
廃
液
に
特
殊
な
廃
水
処
理

を
必
要
と
し
な
い
。

　
製
品
事
例
と
し
て
は
、
オ
ー
ト

バ
イ
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
の
ア
フ

タ
ー
オ
ー
ト
、
神
社
仏
閣
の
補

修
、
遊
技
台
や
大
型
ゲ
ー
ム
機
な

ど
の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
関
連
が

あ
る
。

ミ
ズ
ノ
リ
ペ
ア
シ
ョ
ッ
プ

取
締
役
技
術
本
部
長

阿
部
　
雅
俊
氏

　
水
圧
転
写
法
と
は
絵
柄
フ
ィ
ル

ム
を
浮
か
べ
た
水
面
に
、
成
型
品

を
押
し
つ
け
、
水
圧
が
均
一
に
か

か
る
こ
と
を
利
用
し
、
成
形
品
に

絵
柄
を
張
り
付
け
る
技
術
を
い

う
。
従
来
は
大
規
模
な
生
産
設
備

を
必
要
と
し
た
が
、
弊
社
は
少
量

生
産
に
対
応
で
き
る
簡
易
型
の
水

圧
転
写
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
製

造
に
必
要
な
資
材
や
消
耗
品
と
と

も
に
「
Ｔ
ｏ
ｐ
　
Ａ
ｒ
ｔ
　
Ｓ
ｙ

ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
」
と
し
て
展
開
し
て
い

る
。

　
指
定
さ
れ
た
環
境
の
下
で
正
し

い
手
順
に
従
え
ば
、
誰
で
も
処
理

が
可
能
で
、
職
人
芸
を
必
要
と
し

な
い
。
樹
脂
、
金
属
、
ガ
ラ
ス
な

ど
多
く
の
素
材
の
３
次
元
曲
面

に
、
多
色
柄
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

き
る
。
実
施
例
に
は
、
自
動
車
の

内
装
部
品
や
携
帯
端
末
カ
バ
ー
、

ド
ア
ノ
ブ
、
楽
器
な
ど
が
あ
る
。

加
飾
技
術
研
究
会
代
表

理
事
・
平
野
技
術
士

事
務
所
代
表
　
　
　
　

平
野
　
輝
美
氏

　
最
近
は
部
品
が
モ
ジ
ュ
ー
ル
化

さ
れ
て
い
る
た
め
、
端
末
メ
ー
カ

ー
は
基
本
的
な
機
能
で
勝
負
す
る

の
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
大
き

な
価
値
は
、
ブ
ラ
ン
ド
、
外
観
、

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
加
飾
な
ど
、

機
能
以
外
の
と
こ
ろ
で
付
加
し
て

い
く
し
か
な
い
。
米
ア
ッ
プ
ル
の

製
品
は
け
っ
し
て
高
機
能
と
は
言

え
な
い
が
、
利
益
率
が
す
さ
ま
じ

く
い
い
の
は
、
機
能
以
外
の
と
こ

ろ
で
差
別
化
し
、
稼
げ
て
い
る
か

ら
だ
ろ
う
。
機
能
は
一
次
品
質
、

加
飾
に
よ
り
高
級
感
を
出
す
の
は

二
次
品
質
と
い
え
る
。

　
加
飾
に
は
塗
装
、
メ
ッ
キ
、
着

色
、
表
面
処
理
、
防
汚
処
理
、
撥

水
処
理
、
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
技
術
が
あ
る
が
、
消
費

者
に
は
あ
ま
り
関
心
の
な
い
こ
と

だ
。
こ
れ
ま
で
メ
ー
カ
ー
は
コ
ス

ト
や
プ
ロ
セ
ス
、
製
造
し
や
す
さ

の
視
点
に
寄
り
す
ぎ
て
い
た
よ
う

に
思
う
。
消
費
者
の
視
点
に
立
つ

と
選
択
の
幅
が
広
が
る
し
、
そ
う

し
な
い
と
市
場
の
動
き
に
つ
い
て

い
け
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

ト
コ
ウ
代
表
取
締
役

斗
光
　
健
一
氏

　
ピ
ク
チ
ャ
ー
塗
装
と
は
、
写
真

や
絵
を
塗
装
に
よ
り
表
現
す
る
技

術
で
あ
る
。
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ

リ
ン
タ
ー
と
同
じ
要
領
で
、
写
真

や
絵
な
ど
の
デ
ー
タ
を
読
み
込
ま

せ
て
お
き
、
材
料
に
は
１
液
型
の

ウ
レ
タ
ン
塗
料
を
使
用
す
る
。
特

徴
点
は
、
ガ
ン
吹
き
塗
装
と
同
じ

よ
う
に
、
立
面
に
対
し
垂
直
に
印

刷
の
よ
う
な
塗
装
を
行
う
た
め
、

冷
蔵
庫
や
マ
ネ
キ
ン
な
ど
の
立
体

物
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
図
柄
を
表
現

で
き
る
こ
と
。
木
製
ド
ア
や
ア
ル

ミ
縞
板
、
波
板
な
ど
、
多
少
の
凹

凸
が
あ
る
も
の
に
も
塗
装
が
可
能

だ
。

　
用
途
に
合
わ
せ
ト
ッ
プ
コ
ー
ト

を
選
定
す
る
こ
と
で
、
耐
久
性
や

耐
光
性
を
上
げ
ら
れ
る
。
ま
た
基

本
的
に
素
材
を
選
ば
な
い
。
他
の

塗
料
と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
ジ
ー

ン
ズ
、
タ
イ
ル
、
木
製
イ
ス
、
ガ

ラ
ス
テ
ー
ブ
ル
、
キ
ッ
チ
ン
マ
ッ

ト
な
ど
に
好
み
の
図
柄
を
塗
装
で

き
る
。

　
自
動
車
な
ど
印
刷
機
に
入
ら
な

い
よ
う
な
大
き
な
立
体
物
の
塗
装

に
も
適
し
て
い
る
。

　　 ２０１１年 平成２３年 ２月２５日 金曜日 （第２部） 　　 （ ）


